
フロー・チャートを使って学ぶ会計実務 第58回 「金融商品のレベル別の時価開示」
（ ※ 金融商品のレベル別の時価開示に関する全ての論点を取り扱っているわけではありません。）
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「金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項」として、以下の注記が必要である。

（１）時価のレベルごとの合計額

（２）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明

（３）時価の算定に用いる評価技法又はその適用を変更した場合，その旨及び変更の理由

（４）時価算定に用いた重要な観察できないインプットに関する定量的情報（企業自身が当該インプットを推計していない場合を除く）

（５）期首残高から期末残高への調整表

（６）企業の評価プロセスの説明

（７）重要な観察できないインプットを変化させた場合にBS日における時価が著しく変動するときは、当該観察できないインプットを

変化させた場合の時価に対する影響に関する説明

【計算書類の場合】

計算書類においては、「金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項」の注記が必要である。

ただし、具体的な注記内容は、会社計算規則では規定されていない。

計算書類においては、上記（１）～（７）の項目のうち、注記を要しないと合理的に判断される項目については、注記をしないことも

許容されると考えられる。

「現金及び短期間で決済さ
れるため時価が帳簿価額に
近似するもの」、「非上場株
式、投資信託、組合等への
出資」「それ以外の金融商
品」の３つに分類

非上場株式、投資信託、組合等への出資

現金及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額
に近似するもの

時価開示不要

【
S
T
E
P
３
】

レ
ベ
ル
別
の
時
価
以
外
の
注
記

（１）非上場株式

市場価格のない株式等（株式、出資金等）については、時価を注記せず、当該金融商品の概要及び貸借対照表計上額を「金融商品の時価等

に関する事項」の注記に併せて記載する。

（２）投資信託

投資信託の時価は、取引所の終値若しくは気配値又は業界団体が公表する基準価格が存在する場合には当該価格とし、当該価格が存在しな

い場合には投資信託委託会社が公表する基準価格、ブローカーから入手する評価価格又は情報ベンダーから入手する評価価格とすることが

できる。

また、投資信託の時価の注記については、以下の経過措置（（2022年３月期のみ）が設けられている。計算書類では、必ずしも以下の注記は

求められていないが、重要性を考慮して注記を検討することが考えられる。

・ 「金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項」の注記は必要ない。

・ 「注記を行っていない旨」及び「BS価額」を【STEP２】（１）の注記に併せて記載する。

（３）組合等への出資

組合等への出資の時価の注記は、以下のとおりである。計算書類では、必ずしも以下の注記は求められていないが、重要性を考慮して注記を

検討することが考えられる。

・「金融商品の時価等に関する事項」の注記は必要ない。

・「注記を行っていない旨」及び「BS価額」を「金融商品の時価等に関する事項」の注記に併せて記載する。

それ以外の金融商品

BS価額が時価の場合 or
注記のみ時価の場合

＋
レベル別の分類


